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CLL活動 
i n t e r i m
r e p o r t 

「
三
重
食
旅
パ
ス
ポ
ー
ト
」
利
用
促
進
Ｐ
Ｊ
の
今
年
度
の

活
動
と
し
て
は
、
三
重
県
庁
の
荒
川
様
を
お
呼
び
し
て
の
学

生
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
三
重
食
旅
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発

給
体
験
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
三
重
食
旅
パ
ス
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
見
え
た
こ
と
は
、
若
年
層
の
利
用
率
の
低
さ
で
あ

っ
た
。
平
成
29
年
度
６
月
現
在
に
お
い
て
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給

数
は
２
７
３
，
１
３
１
部
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
達
成
者
数
は

１
５
，
０
１
８
人
で
あ
る
が
、
２
０
代
か
ら
３
０
代
の
割
合

は
こ
の
な
か
の
わ
ず
か
１
６
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
学
生
か
ら
は
、
三
重
県
の
イ
ン
フ
ラ
問
題
、

景
品
が
若
年
層
に
と
っ
て
魅
力
が
な
い
こ
と
、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
携
帯
性
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

宇
治
浦
田
観
光
案
内
所
で
の
パ
ス
ポ
ー
ト
臨
時
発
給
体
験

で
は
、
午
前
中
の
間
と
い
う
短
い
時
間
で
あ
り
な
が
ら
、
お

盆
と
い
う
時
期
に
助
け
ら
れ
、
約
２
５
０
冊
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
発
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
を
観
光
案
内
所

に
訪
れ
た
人
達
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
の
よ
う
に
パ
ス
ポ
ー
ト

を
発
給
し
て
い
た
の
だ
が
、
驚
く
こ
と
に
断
ら
れ
た
こ
と
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

伊
勢
神
宮
と
い
う
日
本
が
誇
る
観
光
地
の
一
つ
で
の
活
動

は
、
観
光
業
が
地
域
活
性
に
及
ぼ
す
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
た

が
、
そ
の
影
響
が
伊
勢
神
宮
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
現
状
を

実
感
さ
せ
た
。

ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
必
要
さ
れ
、
宇
治
浦
田
観
光
案
内
所
の
方
と
の
実
力

差
を
顕
著
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
学
生
が
実
際
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を

利
用
し
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
学
生
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
「
伊
勢
志
摩
エ
リ
ア
限
定
の
み
え
食
旅
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
作
成
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

活動実施主体：三重県観光局観光誘客課・伊勢志摩観光コンベンション機構 
担当教員：池山 敦（教育開発センター） 

平成29年 9月 

渡辺 楓（国史１年） 中屋 早貴（国史１年） 堀尾 史織（教育２年） 
岩野 和麿（国文２年） 岡田 真宗（国史３年） 池田 和弘（現日３年） 
小久保 有弥（現日３年） 小林 巧（現日３年） 

「みえ食旅パスポート」利用促進プロジェクト

宇
治
浦
田
観
光
案
内
所
（伊
勢
神
宮
内
宮
近
く
）の
様
子

▲8月 1 日三重県観光局観光誘客課の方との打合せ ▲8 月 12 日パスポート臨時発券業務 


